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高松智校長 加藤十握副校長

震災ミュージアムの見学

桜
島
の
見
学

　　山形県最上町のチップボイラー施設を見学

長崎県・対馬でツシマヤマネコのふんを調査

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
学
習
（
対
馬
）

宮城県・鳴子地域などの森に学ぶ

　
武
蔵
高
等
学
校
中
学
校

（
杉
山
剛
士
校
長
、
東
京
都

練
馬
区
）
は
、
創
立
か
ら
１

０
０
年
余
り
の
歴
史
を
持

ち
、
政
財
官
学
の
各
界
に
多

く
の
人
材
を
輩
出
し
て
い

る
。
東
京
の
私
立
男
子
校
で

多
く
の
生
徒
が
難
関
大
学
に

進
学
す
る
。
２
０
０
０
年
以

降
は
、
高
校
か
ら
の
募
集
を

停
止
し
、
完
全
な
中
高
一
貫

と
な
っ
て
い
る
。
生
徒
数
は

１
学
年
約
１
８
０
人
で
、
中

高
合
わ
せ
て
約
千
人
が
在
籍

す
る
。

　
学
年
単
位
で
の
校
外
宿
泊

行
事
は
、
中
学
で
は
１
年
時

に
群
馬
県
・
赤
城
山
に
あ
る

学
園
寮
で
３
泊
４
日
の
「
山

上
学
校
」
が
あ
り
、
グ
ル
ー

プ
活
動
や
共
同
生
活
を
通
じ

て
互
い
を
尊
重
し
、
協
力
す

る
大
切
さ
を
学
ぶ
。
２
年
時

に
は
、
３
泊
４
日
の
民
泊
実

習
と
し
て
、
近
年
は
群
馬
県

み
な
か
み
町
の
各
所
に
分
宿

し
、
家
業
を
体
験
、
住
民
と

の
交
流
を
深
め
て
い
る
。

　
高
校
に
は
学
年
単
位
の
校

外
宿
泊
行
事
は
な
く
、
い
わ

ゆ
る
修
学
旅
行
も
実
施
し
て

い
な
い
が
、
高
校
全
学
年
が

対
象
の
自
由
選
択
科
目
「
総

合
講
座
」
（
総
合
的
な
探
究

の
時
間
）
の
中
か
ら
、
ユ
ニ

ー
ク
な
「
地
域
探
究
旅
行
」

が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
総
合

講
座
は
大
学
の
ゼ
ミ
の
よ
う

な
授
業
。
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー

マ
の
講
座
が
毎
年
度

ほ
ど

開
設
さ
れ
、
少
人
数
で
探
究

活
動
に
取
り
組
む
。
そ
の
中

に
は
地
域
が
テ
ー
マ
の
講
座

が
あ
り
、
夏
休
み
な
ど
に
旅

行
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
２
０
２
３
年
度
の
総
合
講

座
で
は
、国
境
の
島
を
体
験

す
る「
対
馬
」、現
代
社
会
の

問
題
を
考
え
る「
沖
縄
」、ド

ロ
ー
ン
の
免
許
取
得
を
伴
う

「
秋
田
」な
ど
、地
域
を
テ
ー

マ
と
す
る
講
座
が
開
設
さ

れ
、現
地
実
習
と
し
て
地
域

探
究
旅
行
が
実
施
さ
れ
た
。

か
つ
て
は
、東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
興
を
テ
ー
マ
に
東

北
の
被
災
地
に
学
ぶ
講
座
も

あ
っ
た
。事
前
学
習
、現
地
実

習
、事
後
学
習
、活
動
報
告
な

ど
、年
間
を
通
じ
て
生
徒
が

主
体
と
な
っ
て
学
ぶ
。

　

年
度
の
「
対
馬
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
総
合
講
座
で

は
、
生
活
文
化
の

体
験
学
習
、
地
域

交
流
を
目
的
に
、

地
域
探
究
旅
行
が

長
崎
県
対
馬
市
で

実
施
さ
れ
た
。
期

間
は
夏
休
み
の
４

泊
５
日
。
参
加
者

は
１
年
生
５
人
で

担
当
教
諭
が
同

行
。
生
徒
が
研
究

テ
ー
マ
を
選
び
、

現
地
で
体
験
学
習

や
聞
き
取
り
を
行

う
。
滞
在
中
は
、

農
山
漁
家
へ
の
民

泊
で
受
け
入
れ
家
庭
に
分
宿

し
、
家
業
も
体
験
す
る
。

　「
対
馬
」の
総
合
講
座
は
、

２
０
０
４
年
に
ス
タ
ー
ト
し

た
講
座
で
、
担
当
教
諭
が
自

ら
築
い
た
現
地
で
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
基
礎
に
な
っ
て
い

る
。
生
徒
の
学
習
テ
ー
マ
、

聞
き
取
り
の
相
手
の
選
定
な

ど
も
、
教
諭
の
知
見
、
経
験

を
基
に
生
徒
に
ア
ド
バ
イ
ス

す
る
。
滞
在
中
の
現
地
手
配

に
つ
い
て
は
、
地
元
の
受
け

入
れ
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
組

織
も
活
用
。
近
年
は
、
旅
行

商
品
や
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

企
画
、
実
施
を
担
う
対
馬
里

山
繋
営
塾
と
連
携
す
る
。

　
対
馬
で
の
生
徒
の
研
究
テ

ー
マ
は
、
例
え
ば
、
国
の
天

然
記
念
物
の
ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ

コ
、
海
浜
の
漂
着
ご
み
、
対

馬
固
有
の
貴
重
な
在
来
馬
な

ど
。
ツ
シ
マ
ヤ
マ
ネ
コ
の
学

習
で
は
、
環
境
省
対
馬
野
生

生
物
保
護
セ
ン
タ
ー
の
環
境

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用

し
、
ヤ
マ
ネ
コ
の
ふ
ん
の
中

身
を
調
べ
、生
態
を
学
ん
だ
。

地
元
関
係
者
へ
の
聞
き
取
り

を
含
め
、
ヤ
マ
ネ
コ
と
人
の

営
み
と
の
関
係
、
保
護
に
向

け
た
課
題
な
ど
を
考
え
た
。

　
武
蔵
高
等
学
校
中
学
校
の

加
藤
十
握
副
校
長
は
「
問
題

意
識
を
持
っ
て
地
域
を
歩

き
、現
地
の
人
と
交
流
す
る
。

地
域
探
究
旅
行
を
き
っ
か
け

に
進
路
を
決
め
た
生
徒
も
い

る
。
当
校
に
は
都
市
部
に
生

ま
れ
育
っ
た
生
徒
が
多
く
、

地
方
の
暮
ら
し
や
文
化
に
触

れ
る
こ
と
は
貴
重
な
経
験

だ
。
将
来
、
官
公
庁
や
企
業

で
地
域
に
向
き
合
う
仕
事
を

す
る
際
、
あ
の
時
の
お
じ
い

さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
の
顔
が

思
い
浮
か
ぶ
こ
と
が
あ
る
と

し
た
ら
価
値
あ
る
体
験
だ
っ

た
と
い
え
る
」
と
話
す
。

　
ま
た
、
同
校
は
地
域
の
現

場
に
学
ぶ
学
習
と
し
て
、
総

合
講
座
の
地
域
探
究
旅
行
か

ら
派
生
す
る
形
で
、
新
た
な

自
由
参
加
旅
行
の
企
画
に
も

取
り
組
ん
だ
。
２
０
２
３
年

度
に
鳴
子
地
域
探
究
旅
行
と

し
て
、
学
習
テ
ー
マ
に
、
自

然
と
共
生
し
た
脱
炭
素
社
会

や
地
域
循
環
共
生
圏
の
構
築

を
設
定
。
交
流
の
あ
る
他
校

の
高
校
生
に
も
参
加
を
呼
び

掛
け
た
。

　
日
程
は
夏
休
み
期
間
の
３

泊
４
日
で
、
他
校
の
３
人
を

含
む
生
徒
９
人
が
参
加
。
宮

城
県
大
崎
市
、
山
形
県
最
上

町
の
森
林
資
源
な
ど
を
生
か

し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
業
な
ど
を
学
ん
だ
。
日
本

の
将
来
を
見
据
え
た
地
域
の

先
進
的
な
取
り
組
み
を
現
地

に
学
ぶ
機
会
と
し
て
、
自
由

参
加
旅
行
の
今
後
の
企
画
に

も
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

　
鳴
子
地
域
探
究
旅
行
を
企

画
し
た
加
藤
副
校
長
は
、
自

治
体
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
組

織
と
連
携
し
て
旅
行
手
配
を

行
っ
た
経
験
な
ど
か
ら
、
生

徒
と
地
域
を
結
ぶ
旅
行
機
会

の
創
出
に
つ
い
て
提
言
。

「
将
来
的
に
は
、
学
校
旅
行

に
限
ら
ず
、
地
域
が
直
接
、

旅
行
企
画
を
生
徒
に
提
案
で

き
る
と
よ
い
。
生
徒
と
地
域

が
出
会
う
き
っ
か
け
と
な
る

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
つ
く

り
、
生
徒
が
も
っ
と
気
軽
に

旅
に
出
た
く
な
る
小
回
り
の

き
く
旅
行
企
画
を
提
案
し
て

ほ
し
い
」
と
期
待
し
た
。

梅崎奈美教諭 新山佳太教諭

３
日
目
に
は
桜
島
が
噴
火

震災学習の事前学習

　
大
阪
府
の
北
西
部
、
京
都

府
に
隣
接
す
る
ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
の
中
に
あ
る
大
阪
府
立
牧

野
高
等
学
校
（
大
阪
府
枚
方

市
）
。
の
ど
か
な
田
園
地
帯

が
広
が
っ
て
い
た
時
代
か

ら
、
進
学
意
欲
の
あ
る
地
元

の
子
ど
も
た
ち
が
通
学
し
、

そ
の
多
く
を
４
年
制
大
学
へ

と
送
り
出
し
て
き
た
地
域
に

根
差
し
た
高
校
だ
。
生
徒
は

総
じ
て
学
業
は
も
ち
ろ
ん
体

育
祭
や
学
校
祭
、
ク
ラ
ブ
活

動
に
も
一
生
懸
命
。
「
真
面

目
で
素
直
な
生
徒
が
多
い
」

と
高
松
智
校
長
は
話
す
。

　
同
校
で
は
こ
れ
ま
で
、
北

海
道
、
東
北
、
沖
縄
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
方
面
で
修
学
旅
行

を
行
っ
て
お
り
、
昨
年
は
熊

本
で
の
修
学
旅
行
を
実
施
し

た
。
一
番
の
目
的
は
防
災
学

習
だ
。
修
学
旅
行
の
行
き
先

や
方
針
を
決
め
た
の
は
１
年

生
の
学
年
立
ち
上
げ
の
時
。

「
災
害
を
経
験
し
な
い
の
が

一
番
だ
が
、
日
本
は
地
震
大

国
。
震
災
遺
構
を
訪
れ
、
被

災
地
で
五
感
を
使
っ
て
学
ぶ

こ
と
は
、
旅
先
で
学
ぶ
修
学

旅
行
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ

と
と
考
え
た
」
と
学
年
主
任

の
新
山
佳
太
教
諭
。
生
徒
た

ち
は
５
年
前
、
小
学
６
年
生

の
時
に
北
摂
地
震
を
経
験
し

て
い
る
も
の
の
、
高
校
生
で

の
被
災
地
訪
問
は
、
改
め
て

感
じ
ら
れ
る
こ
と
や
気
づ

き
、学
び
が
あ
る
と
し
て
、梅

崎
奈
美
教
諭
が
主
に
担
当
と

な
っ
て
旅
行
を
計
画
し
た
。

　
当
初
、
防
災
学
習
の
候
補

地
と
し
て
は
熊
本
と
東
北
が

挙
が
っ
た
が
、
行
き
先
検
討

時
は
新
型
コ
ロ
ナ
禍
が
続
い

て
い
た
頃
。
感
染
リ
ス
ク
を

極
力
抑
え
る
た
め
に
飛
行
機

の
利
用
な
ど
を
避
け
、
さ
ら

に
宿
泊
施
設
の
立
地
条
件
な

ど
か
ら
、
熊
本
を
中
心
に
南

九
州
を
訪
れ
る
行
程
を
決
め

た
。
ク
ラ
ス
や
個
人
単
位
で

多
彩
な
自
然
体
験
、
文
化
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
込
め

る
の
も
決
め
手
と
な
っ
た
。

　
２
０
２
３
年
の
修
学
旅
行

は

月

～

日
に
３
泊
４

日
で
実
施
。
初
日
は
新
幹
線

で
熊
本
に
入
り
、
そ
の
ま
ま

南
阿
蘇
へ
移
動
し
て
防
災
学

習
に
取
り
組
む
コ
ー
ス
。

「
伝
え
た
い
、
学
ん
で
ほ
し

い
の
は
ま
ず
は
防
災
な
の
だ

と
の
教
諭
側
の
思
い
を
込
め

て
、
初
日
と
し
た
」
と
新
山

教
諭
。
２
日
目
は
ク
ラ
ス
単

位
で
の
ミ
カ
ン
狩
り
や
牧
場

体
験
の
後
、
鹿
児
島
・
霧
島

に
移
動
。
３
日
目
は
７
コ
ー

ス
に
分
か
れ
、宮
崎
、熊
本
、

鹿
児
島
で
田
舎
料
理
や
砂
蒸

し
風
呂
、漁
業
体
験
の
ほ
か
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

な
ど
を
楽
し
ん
だ
。
４
日
目

は
鹿
児
島
で
、
防
災
学
習
の

一
環
と
し
て
桜
島
の
溶
岩
展

望
所
を
訪
れ
た
の
ち
、
市
内

散
策
を
行
っ
た
。

　
旅
行
目
的
の
第
一
に
防
災

学
習
を
掲
げ
た
こ
と
か
ら
、

事
前
学
習
で
も
注
力
。
２
年

生
の
総
合
的
な
探
究
学
習
の

時
間
は
防
災
学
習
を
中
心
に

取
り
組
ん
だ
。
新
山
教
諭
は

「
生
徒
た
ち
は
素
直
で
や
さ

し
く
良
い
と
こ
ろ
が
多
い
も

の
の
、
今
の
子
ど
も
た
ち
の

傾
向
な
の
か
、
自
分
の
こ
と

以
外
に
は
無
関
心
で
あ
る
と

感
じ
る
こ
と
が
正
直
あ
っ

た
。
そ
こ
で
防
災
学
習
を
き

っ
か
け
に
、
常
に
自
分
で
ア

ン
テ
ナ
を
張
っ
て
何
か
に
気

付
け
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
の
思
い
も
あ
っ
た
」
と

話
す
。

　
同
校
で
は
枚
方
市
の
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
を
取
り
寄
せ
、

今
、
災
害
が
起
き
た
ら
、
自

分
の
い
る
場
所
は
安
全
な
の

か
ど
う
か
を
考
え
る
こ
と
か

ら
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
後
、
九

州
を
訪
れ
る
こ
と
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
、
火
山
の
噴
火
や
豪

雨
、
津
波
、
地
震
な
ど
の
テ

ー
マ
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
探
究
学
習
に
取
り
組
ん

だ
。
旅
行
前
に
は
、
大
阪
で

災
害
が
発
生
し
た
ら
ど
の
程

度
の
被
害
が
想
定
さ
れ
る
の

か
、
ど
ん
な
備
え
が
必
要
な

の
か
な
ど
を
ま
と
め
、
グ
ル

ー
プ
ご
と
に
発
表
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
阪
神
淡
路
大
震

災
の
語
り
部
を
招
い
て
の
防

災
講
演
会
や
、
希
望
者
を
募

っ
て
夏
休
み
中
に
京
都
大
学

防
災
研
究
所
宇
治
川
オ
ー
プ

ン
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
（
京
都
府

宇
治
市
）
へ
の
見
学
会
な
ど

も
行
っ
た
上
で
、
修
学
旅
行

に
臨
ん
だ
。

　
旅
行
初
日
の
防
災
学
習
で

は
、
崩
落
し
た
旧
阿
蘇
大
橋

の
橋
げ
た
と
新
阿
蘇
大
橋
を

望
め
る
数
鹿
流
（
す
が
る
）

崩
之
碑
展
望
所
、
旧
東
海
大

学
阿
蘇
キ
ャ
ン
パ
ス
、
熊
本

地
震
震
災
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
中

核
拠
点
の
３
カ
所
を
２
、
３

ク
ラ
ス
ず
つ
見
学
。
そ
れ
ぞ

れ
の
場
所
で
ガ
イ
ド
か
ら
説

明
を
受
け
た
。
地
割
れ
や
新

阿
蘇
大
橋
の
崩
落
現
場
は
生

徒
ら
の
関
心
も
高
く
、
真
剣

な
様
子
で
現
場
を
の
ぞ
き
込

む
姿
が
多
く
見
ら
れ
た
。

「
た
だ
楽
し
く
写
真
を
取
っ

た
り
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

学
び
取
ろ
う
と
い
う
意
識
や

興
味
を
持
っ
て
臨
ん
で
い
る

姿
勢
を
感
じ
た
」
と
新
山
教

諭
は
述
懐
す
る
。
最
終
日
の

鹿
児
島
で
は
、
偶
然
、
桜
島

の
噴
火
に
遭
遇
し
、
火
山
の

威
力
や
火
山
灰
の
影
響
な
ど

も
体
験
で
き
た
と
い
う
。

　
今
回
の
旅
行
の
成
果
に
つ

い
て
新
山
教
諭
は
、
防
災
学

習
時
の
生
徒
た
ち
の
真
剣
な

姿
や
、
指
示
が
な
く
て
も
荷

物
運
び
を
手
伝
う
な
ど
の
行

動
を
と
る
姿
を
挙
げ
た
。

「
生
徒
た
ち
に
は
旅
行
前

に
、
『
こ
れ
ま
で
学
ん
で
き

た
こ
と
を
確
認
す
る
場
と
し

て
の
修
学
旅
行
で
あ
り
、
集

大
成
と
し
て
の
姿
を
見
せ
て

ほ
し
い
』
と
話
し
た
。
そ
れ

に
応
え
る
形
で
旅
行
中
は
常

に
ア
ン
テ
ナ
を
張
っ
て
動
い

て
く
れ
た
し
、
そ
の
姿
勢
は

旅
行
後
の
日
常
に
も
根
付
い

て
い
る
と
感
じ
て
い
る
」

（
新
山
教
諭
）
。

　
予
算
と
い
う
公
立
高
校
な

ら
で
は
の
制
約
が
あ
る
中
、

最
大
限
の
成
果
を
得
ら
れ
た

今
回
の
旅
行
。梅
崎
教
諭
は
、

バ
ス
ガ
イ
ド
に
よ
る
地
元
愛

あ
ふ
れ
る
案
内
に
、
生
徒
が

積
極
的
に
参
加
し
て
楽
し
ん

で
い
た
こ
と
を
印
象
的
な
出

来
事
と
し
て
紹
介
。
そ
の
上

で
、
「
今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
な

ど
を
理
由
に
民
泊
は
断
念
し

た
が
、
受
け
身
に
な
り
が
ち

な
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
は
、

民
泊
で
少
人
数
で
の
自
由
な

交
流
が
で
き
れ
ば
よ
り
良
か

っ
た
と
思
う
」
と
語
っ
た
。


